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１ 定年の引上げの必要性

高齢期雇用の現状と課題

・ 義務的再任用の実施等から、再任用職員は相当数増加
・ 下位の官職に短時間勤務で再任用される職員が多く、能力・経験をいかしきれていない状況
・ このまま再任用職員の割合が高まると、職員の士気の低下等により、公務能率の低下が懸念
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[13,349人]

平成29年度
60歳定年退職者の
うち平成30年度に
再任用される者

平成28年度
定年退職者のうち
再雇用された者
（60歳定年企業）

【公務】

【民間】

フルタイム勤務短時間勤務

平成30年度
全再任用職員

再任用職員数の推移（全俸給表） 再任用職員のポスト（行（一）） 公務（行（一））と民間（事務･技術）の勤務形態の比較

平成30年度再任用職員
（フルタイム勤務・短時間勤務の計）

専門官級以上
（4級以上）

29.4％

係員級（1級）
0.3％

主任又は係長級
（2・3級）
70.3％

公務の再任用職員の状況は、「再任用実施状況調査」（内閣人事局・人事院）より作成（平成30年度再任用職員数は本年度再任用を予定する者を含む。）
民間は、平成29年「民間企業の勤務条件制度等調査」（人事院）より作成

・ 若年労働力人口が減少する中、意欲と能力のある高齢者が活躍できる場を作ることが社会全体の重要な課題
・ 公務においても複雑高度化する行政課題に的確に対応し、質の高い行政サービスを維持する必要

60歳を超える職員の能力・経験を本格的に活用するため、定年の引上げが必要
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勤務形態(行（一)） (3)

		

												民間 ミンカン		左記のうち平成28年度定年退職者 サキヘイセイネンドテイネンタイショクシャ		行（一）再任用職員 ギョウ1サイニンヨウショクイン

										短時間勤務 タンジカンキンム		7.2%		68.7%		81.9%

										フルタイム		92.8%		31.3%		18.1%





勤務形態(行（一)） (3)
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勤務形態(行（一)） (2)

		

										フルタイム		839		437

										短時間勤務 タンジカンキンム		4,085		1,023





勤務形態(行（一)） (2)
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勤務形態(行（一)）

		

										フルタイム		839		437

										短時間勤務 タンジカンキンム		4,085		1,023
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短時間勤務となた主な事情（H27） (3)

		短時間勤務となった主な事情 タンジカンキンムオモジジョウ		職員の年齢別構成の適正化を図る観点から再任用を希望する職員をフルタイム官職に再任用することが困難		職員が短時間再任用を希望（フルタイムと短時間のいずれでもよいとの希望を示していた場合を含む）		その他 タ

		割合 ワリアイ		27.2%		70.2%		2.6%



（83.0％）

（17.0％）

（70.1％）

（29.9％）

4,924

1,460



短時間勤務となた主な事情（H27） (3)
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図３（H2７新規・更新）

		



職員の年齢別構成の適正化を図る観点から再任用を希望する職員をフルタイム官職に再任用することが困難

職員が短時間再任用を希望（フルタイムと短時間のいずれでもよいとの希望を示していた場合を含む）

その他

公務で短時間再任用となった主な事情（行（一））



表４

		

				級 キュウ		人数 ニンズウ		割合 ワリアイ

				1級 キュウ		20人		0.4%

				2級 キュウ		1064人		21.6%

				3級 キュウ		3018人		61.3%

				4級 キュウ		603人		12.2%

				5級 キュウ		177人		3.6%

				6級以上 キュウイジョウ		42人		0.9%

						4924

								図３　平成27年度　再任用職員の級別人員【新規・更新】 ズヘイセイネンドサイニンヨウショクインキュウベツジンインシンキコウシン

								（行政職俸給表（一）） インズウギョウセイショクホウキュウヒョウイチ



&R&14別添５（参考）



表４

		



再任用職員の級別人員（行（一））

1級 20人（0.4%）

2級 1,064人（21.6%）

3級
 3,017人
（61.3%）

4級 603人（12.2%）

5級 177人（3.6%）

6級以上
 42人（0.9%）



		



1級 20人（[]）

2級 1,064人（[]）

3級 3,018人（[]）

4級 603人（[]）

5級 177人（[]）

6級以上 42人（[]）
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		表４　俸給表別再任用職員数（給与法適用職員：平成27年度） ヒョウ

		〔4-1　総数〕 ソウスウ																		（単位：人） タンイニン

		俸給表 フチキュウヒョウ				再　　任　　用　　職　　員　　数 サイニンヨウショクインカズ

				合　計 ゴウケイ						フルタイム勤務								短時間勤務

						計 ケイ				新規 シンキ		更新等 コウシントウ		計 ケイ				新規 シンキ		更新等 コウシントウ

		行政職(一) イチ		4,924		839		(17.0%)		449		390		4,085		(83.0%)		1,090		2,995

		行政職(二)		347		152		(43.8%)		77		75		195		(56.2%)		40		155

		専門行政職 センモンギョウセイショク		263		188		(71.5%)		68		120		75		(28.5%)		16		59

		税　務　職 ゼイツトムショク		2,461		310		(12.6%)		223		87		2,151		(87.4%)		635		1,516

		公安職(一) コウアンショクイチ		664		652		(98.2%)		242		410		12		(1.8%)		4		8

		公安職(二) コウアンショクニ		932		428		(45.9%)		139		289		504		(54.1%)		81		423

		海事職(一) イチ		3		3		(100.0%)		2		1		-		(0.0%)		-		-

		海事職(二)		14		12		(85.7%)		5		7		2		(14.3%)		-		2

		教育職（一） キョウイクショクイチ		10		10		(100.0%)		3		7		-		(0.0%)		-		-

		教育職（二） キョウイクショクニ		1		-		(0.0%)		-		-		1		(100.0%)		1		-

		研　究　職 ケンキワムショク		44		10		(22.7%)		3		7		34		(77.3%)		6		28

		医療職(二) イリョウショクニ		14		12		(85.7%)		6		6		2		(14.3%)		1		1

		医療職(三) イリョウショクサン		51		32		(62.7%)		10		22		19		(37.3%)		8		11

		福　祉　職 フクシショク		1		-		(0.0%)		-		-		1		(100.0%)		-		1

		専門スタッフ職 センモンショク		12		11		(91.7%)		6		5		1		(8.3%)		1		-

		合　　　　計 ゴウケイ		9,741		2,659		(27.3%)		1,233		1,426		7,082		(72.7%)		1,883		5,199

		〔4-2　新規のうち平成26年度定年退職からの再任用〕 シンキヘイセイネンドテイネンタイショクサイニンヨウ										（単位：人） タンイニン

		俸給表 フチキュウヒョウ				再　　任　　用　　職　　員　　数 サイニンヨウショクインカズ

				合　計 ゴウケイ		フルタイム勤務				短時間勤務

		行政職(一) イチ		1,460		437		(29.9%)		1,023		(70.1%)

		行政職(二)		117		77		(65.8%)		40		(34.2%)

		専門行政職 センモンギョウセイショク		82		66		(80.5%)		16		(19.5%)

		税　務　職 ゼイツトムショク		19		7		(36.8%)		12		(63.2%)

		公安職(一) コウアンショクイチ		246		242		(98.4%)		4		(1.6%)

		公安職(二) コウアンショクニ		204		133		(65.2%)		71		(34.8%)

		海事職(一) イチ		2		2		(100.0%)		-		(0.0%)

		海事職(二)		5		5		(100.0%)		-		(0.0%)

		教育職（一） キョウイクショクイチ		3		3		(100.0%)		-		(0.0%)

		教育職（二） キョウイクショクニ		1		-		(0.0%)		1		(100.0%)

		研　究　職 ケンキワムショク		9		3		(33.3%)		6		(66.7%)

		医療職(二) イリョウショクニ		7		6		(85.7%)		1		(14.3%)

		医療職(三) イリョウショクサン		18		10		(55.6%)		8		(44.4%)

		福　祉　職 フクシショク		-		-		(0.0%)		-		(0.0%)

		専門スタッフ職 センモンショク		7		6		(85.7%)		1		(14.3%)

		合　　　　計 ゴウケイ		2,180		997		(45.7%)		1,183		(54.3%)

		(注）１．「再任用職員数」は、平成27年度に再任用した者（同年５月現在の報告値であり、予定者を含む。）の人数である。 チュウヘイセイネンドサイニンヨウモノドウネンガツゲンザイホウコクチヨテイシャフクニンスウ

		　 　 ２．「新規」は、平成26年度定年退職後に再任用する者、平成27年度新規勤務延長後に再任用する者及び定年退職日より前に退職した者の シンキヘイセイネンドテイネンタイショクゴサイニンヨウモノヘイセイネンドシンキキンムエンチョウゴサイニンヨウモノオヨテイネンタイショクヒマエタイショクシャ

		　　　 　うち要件を満たして再任用する者の人数である。 ニンズウ

		　 　 ３．「更新等」には、再度の再任用職員（任期を更新せず、任期満了・退職の翌日再度再任用した者及び任期満了により退職後、期間をおい コウシントウサイドサイニンヨウショクインニンキコウシンニンキマンリョウタイショクヨクジツサイドサイニンヨウモノオヨニンキマンリョウタイショクゴキカン

		　　　 　て再度再任用した者）を含む。　 サイドサイニンヨウモノフク

																				表１～表４、図１～図４の出典は、再任用実施状況調査（人事院・内閣人事局）　
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資料7p3

				表３　希望に反して短時間勤務となった新規再任用職員（前年度定年退職者）の状況【給与法適用職員】 ヒョウキボウハンタンジカンキンムシンキサイニンヨウショクインゼンネンドテイネンタイショクシャジョウキョウ

												（単位：人）

								短時間(a) タンジカン		希望に反する短時間(b) キボウハンタンジカン		b/a

						平成27年度 ヘイセイネンド		1,193		264		22.1%

						平成28年度 ヘイセイネンド		1,331		329		24.7%

				表４　短時間再任用職員の勤務形態の状況（参考：フルタイム勤務の状況）【給与法適用職員】 ヒョウタンジカンサイニンヨウショクインキンムケイタイジョウキョウサンコウキンムジョウキョウ

																								（単位：人）

								15:30:00		～		19:22:30		～		23:15:00		～		31:00:00		短時間合計 タンジカンゴウケイ		フルタイム勤務 キンム

						平成27年度 ヘイセイネンド		58		1		616		6		1,781		133		4,407		7,002		2,655

								0.8%		0.0%		8.8%		0.1%		25.4%		1.9%		62.9%		72.5%		27.5%

						平成28年度 ヘイセイネンド		58		2		649		6		1,598		149		5,288		7,750		3,596

								0.7%		0.0%		8.4%		0.1%		20.6%		1.9%		68.2%		68.3%		31.7%

						※　「短時間合計」及び「フルタイム勤務」欄の割合は、全再任用職員に占める短時間又はフルタイムの割合

				図２　平成28年度　勤務時間別・短時間再任用職員数【給与法適用職員】 ズヘイセイネンドキンムジカンベツタンジカンサイニンヨウショクインスウ

																														15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		58.0		0.7%

																														ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		649.0		8.4%

																														週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		1598.0		20.6%

																														週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		149.0		1.9%

																														週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		5288.0		68.2%

																														その他 ホカ		8.0		0.1%

																																7752.0

				表５　平成28年度の組織区分別・勤務形態別の再任用職員数の状況【給与法適用職員】 ヒョウヘイセイネンドソシキクブンベツキンムケイタイベツサイニンヨウショクインスウジョウキョウ

																		（単位：人）

								内部部局		地方支分
部局		施設等機関		特別の機関		審議会等		合計 ゴウケイ

						短時間 タンジカン		627		6,606		265		246		6		7,750

								8.1%		85.2%		3.4%		3.2%		0.1%		100.0%

						フルタイム		289		2,206		1,000		99		2		3,596

								8.0%		61.3%		27.8%		2.8%		0.1%		100.0%

						合計 ゴウケイ		916		8,812		1,265		345		8		11,346

								8.1%		77.7%		11.1%		3.0%		0.1%		100.0%

		２　行政職俸給表（一）適用職員 ギョウセイショクホウキュウヒョウイチテキヨウショクイン

				表６　前年度定年退職者で再任用を希望した職員の状況 ヒョウゼンネンドテイネンタイショクシャサイニンヨウキボウショクインジョウキョウ												　　　表７　新規・更新別の再任用職員の状況 ヒョウシンキコウシンベツサイニンヨウショクインジョウキョウ

						　　　【行(一)】						（単位：人）						【行(一)】						（単位：人）

								定年退職者(a) テイネンタイショクシャ		再任用希望者(b) サイニンヨウキボウシャ		b/a								平成27年度(a) ヘイセイネンド		平成28年度(b) ヘイセイネンド		b/a-1

						平成26年度 ヘイセイネンド		2,517		1,384		55.0%						新規 シンキ		1,554		1,794		(+15.4%)

						平成27年度 ヘイセイネンド		2,629		1,431		54.4%						更新 コウシン		3,386		3,859		(+14.0%)

						平成28年度 ヘイセイネンド		2,749		1,669		60.7%						合計 ゴウケイ		4,940		5,653		(+14.4%)

				表８　短時間再任用職員の勤務形態の状況（参考：フルタイム勤務の状況）【行(一)】 ヒョウタンジカンサイニンヨウショクインキンムケイタイジョウキョウサンコウキンムジョウキョウギョウイチ

						①新規 シンキ																		（単位：人）

								15:30:00		～		19:22:30		～		23:15:00		～		31:00:00		短時間合計 タンジカンゴウケイ		フルタイム勤務 キンム

						平成27年度 ヘイセイネンド		2		0		22		0		248		7		827		1,106		448

								0.2%		0.0%		2.0%		0.0%		22.4%		0.6%		74.8%		71.2%		28.8%

						平成28年度		2		0		27		0		270		9		934		1,242		552

								0.2%		0.0%		2.2%		0.0%		21.7%		0.7%		75.2%		69.2%		30.8%

						②更新 コウシン																		（単位：人）

								15:30:00		～		19:22:30		～		23:15:00		～		31:00:00		短時間合計 タンジカンゴウケイ		フルタイム勤務 キンム

						平成27年度 ヘイセイネンド		15		0		239		2		1,293		41		1,411		3,001		385

								0.5%		0.0%		8.0%		0.1%		43.1%		1.4%		47.0%		88.6%		11.4%

						平成28年度		20		1		266		3		1,045		35		2,059		3,429		430

								0.6%		0.0%		7.8%		0.1%		30.5%		1.0%		60.0%		88.9%		11.1%

						③合計 ゴウケイ																		（単位：人）

								15:30:00		～		19:22:30		～		23:15:00		～		31:00:00		短時間合計 タンジカンゴウケイ		フルタイム勤務 キンム

						平成27年度 ヘイセイネンド		17		0		261		2		1,541		48		2,238		4,107		833

								0.4%		0.0%		6.4%		0.0%		37.5%		1.2%		54.5%		83.1%		16.9%

						平成28年度		22		1		293		3		1,315		44		2,993		4,671		982

								0.5%		0.0%		6.3%		0.1%		28.2%		0.9%		64.1%		82.6%		17.4%

						※　「短時間合計」及び「フルタイム勤務」欄の割合は、全再任用職員に占める短時間又はフルタイムの割合 タンジカンゴウケイオヨキンムランワリアイゼンサイニンヨウショクインシタンジカンマタ

				図２　平成28年度　短時間再任用となった主な事情（新規のうち平成27年度定年退職者）【行政職俸給表（一）】 ギョウセイショクホウキュウヒョウ

																														27												28

																														短時間勤務となった主な事情 タンジカンキンムオモジジョウ		職員の年齢別構成の適正化を図る観点から再任用を希望する職員をフルタイム官職に再任用することが困難であると認められる事情があった		職員がもっぱら当初から短時間再任用を希望（フルタイム勤務と短時間勤務のいずれでもよいとの希望を示していた場合を含む。）している事情があった		フルタイム官職に再任用されるよう努力したが職員が希望する勤務地や職務内容に合致しないこと等により職員が短時間再任用を希望するに至った事情又は職員の健康状態等踏まえる必要のある事情があった		gukei				短時間勤務となった主な事情 タンジカンキンムオモジジョウ		職員の年齢別構成の適正化を図る観点から再任用を希望する職員をフルタイム官職に再任用することが困難であると認められる事情があった		職員がもっぱら当初から短時間再任用を希望（フルタイム勤務と短時間勤務のいずれでもよいとの希望を示していた場合を含む。）している事情があった		フルタイム官職に再任用されるよう努力したが職員が希望する勤務地や職務内容に合致しないこと等により職員が短時間再任用を希望するに至った事情又は職員の健康状態等踏まえる必要のある事情があった		合計

																														人数 ニンズウ		243.0		763.0		20.0		1026.0				人数 ニンズウ		307.0		831.0		17.0		1155.0

				表10　再任用職員の職務の級【行(一)】 ヒョウサイニンヨウショクインショクムキュウ

						①新規 シンキ																（単位：人）

								1G		2G		3G		4G		5G		6G		7G以上 イジョウ		合計 ゴウケイ

						平成27年度 ヘイセイネンド		4		274		974		198		75		24		5		1,554

								0.3%		17.6%		62.7%		12.7%		4.8%		1.5%		0.3%		100.0%

						平成28年度		6		172		1,127		308		149		25		7		1,794

								0.3%		9.6%		62.8%		17.2%		8.3%		1.4%		0.4%		100.0%

						②更新 コウシン																（単位：人）

								1G		2G		3G		4G		5G		6G		7G以上 イジョウ		合計 ゴウケイ

						平成27年度 ヘイセイネンド		18		796		2,027		442		88		14		1		3,386

								0.5%		23.5%		59.9%		13.1%		2.6%		0.4%		0.0%		100.0%

						平成28年度		16		727		2,209		696		187		20		4		3,859

								0.4%		18.8%		57.2%		18.0%		4.8%		0.5%		0.1%		100.0%

						③合計 ゴウケイ																（単位：人）

								1G		2G		3G		4G		5G		6G		7G以上 イジョウ		合計 ゴウケイ

						平成27年度 ヘイセイネンド		22		1,070		3,001		640		163		38		6		4,940

								0.4%		21.7%		60.7%		13.0%		3.3%		0.8%		0.1%		100.0%

						平成28年度		22		899		3,336		1,004		336		45		11		5,653

								0.4%		15.9%		59.0%		17.8%		5.9%		0.8%		0.2%		100.0%

				図３　平成28年度　勤務時間別・短時間再任用職員数【行政職俸給表(一)】 ズヘイセイネンドキンムジカンベツタンジカンサイニンヨウショクインスウギョウセイショクホウキュウヒョウ

																														行一２８新規 ギョウイチシンキ								行一２８合計 ギョウイチゴウケイ								25								25

																														15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		2.0		0.2%				15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		22.0		0.5%				15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		4.0		0.4%				15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		14.0		0.5%

																														ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		27.0		2.2%				ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		293.0		6.3%				ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		109.0		11.2%				ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		228.0		7.9%

																														週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		270.0		21.7%				週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		1315.0		28.2%				週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		449.0		46.3%				週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		1327.0		45.8%

																														週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		9.0		0.7%				週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		44.0		0.9%				週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		13.0		1.3%				週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		56.0		1.9%

																														週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		934.0		75.2%				週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		2993.0		64.1%				週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		393.0		40.5%				週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		1270.0		43.8%

																														その他 ホカ		0.0		0.0%				その他 ホカ		4.0		0.1%				その他 ホカ		2.0		0.2%				その他 ホカ		5.0		0.2%

																																1242.0		100.0%						4671.0		100.0%						970.0		100.0%						2900.0		100.0%

																														27								27								24								24

																														15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		2.0		0.2%				15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		17.0		0.4%				15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		6.0		0.8%				15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		9.0		0.4%

																														ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		22.0		2.0%				ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		261.0		6.4%				ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		50.0		6.6%				ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		144.0		6.3%

																														週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		248.0		22.4%				週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		1541.0		37.5%				週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		360.0		47.2%				週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		1131.0		49.1%

																														週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		7.0		0.6%				週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		48.0		1.2%				週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		6.0		0.8%				週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		46.0		2.0%

																														週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		827.0		74.8%				週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		2238.0		54.5%				週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		340.0		44.6%				週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		969.0		42.1%

																														その他 ホカ		0.0		0.0%				その他 ホカ		2.0		0.0%				その他 ホカ		1.0		0.1%				その他 ホカ		3.0		0.1%

																																1106.0		100.0%						4107.0		100.0%						763.0		100.0%						2302.0		100.0%

																														26								26

																														15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		3.0		0.3%				15時間30分（週２日） ジカンフンシュウニチ		16.0		0.4%

																														ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		21.0		2.1%				ハーフタイム
（週２日半） シュウニチハン		193.0		5.3%

																														週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		259.0		25.4%				週23時間15分（週３日） シュウジカンフンシュウニチ		1434.0		39.6%

																														週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		11.0		1.1%				週23時間15分超
～週31時間未満 シュウコシュウミマン		69.0		1.9%

																														週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		727.0		71.2%				週31時間（週４日） シュウジカンシュウニチ		1902.0		52.6%

																														その他 ホカ		0.0		0.0%				その他 ホカ		3.0		0.1%

																																1021.0		100.0%						3617.0		100.0%

						（週31時間（週４日）勤務の短時間再任用職員の推移（平成24年度～28年度）【行政職俸給表（一）】） ジカンシュウタンジカンサイニンヨウショクインスイイヘイセイネンドネンドギョウセイショクホウキュウオモテイチ

																		（単位：人） タンイニン

										24年度 ネンド		25年度 ネンド		26年度 ネンド		27年度 ネンド		28年度 ネンド												24年度 ネンド		25年度 ネンド		26年度 ネンド		27年度 ネンド		28年度 ネンド

								新規 シンキ		340		393		727		827		934										新規 シンキ		763		970		1,021		1,106		1,242

										(44.6%)		(40.5%)		(71.2%)		(74.8%)		(75.2%)

								新規＋更新 シンキコウシン		969		1,270		1,902		2,238		2,993										新規＋更新 シンキコウシン		2,302		2,900		3,617		4,107		4,671

										(42.1%)		(43.8%)		(52.6%)		(54.5%)		(64.1%)

				　				(　)内の数値は、各年度における、新規又は新規＋更新のそれぞれの合計に対する割合 ナイスウチカクネンドシンキマタシンキコウシンゴウケイタイワリアイ

				表９　希望に反して短時間勤務となった新規再任用職員（前年度定年退職者）の状況【行(一)】 ヒョウキボウハンタンジカンキンムシンキサイニンヨウショクインゼンネンドテイネンタイショクシャジョウキョウ��쎶䜤쬒踀�キボウハンタンジカンキンムシンキサイニンヨウショクインスウ

												（単位：人）

								短時間(a) タンジカン		希望に反する短時間(b) キボウハンタンジカン		b/a

						平成27年度 ヘイセイネンド		1,026		243		23.7%

						平成28年度 ヘイセイネンド		1,155		307		26.6%

				図４　再任用職員の級別人員（新規＋更新）【行政職俸給表（一）】 ズサイニンヨウショクインキュウベツジンインシンキコウシンギョウセイショクホウキュウヒョウイチ

																										H28新規 シンキ						H28更新 コウシン						H30合計 ゴウケイ

																										1級 キュウ		6人				1級 キュウ		16人				1級 キュウ		20人				1級 キュウ		0.3%

																										2級 キュウ		172人				2級 キュウ		727人				2･3級 キュウ		713人				2・3級 キュウ		70.3%

																										3級 キュウ		1127人				3級 キュウ		2209人						4,378人				4級以上 キュウイジョウ		29.4%

																										4級 キュウ		308人				4級 キュウ		696人				4級以上 キュウイジョウ		1,423人

																										5級 キュウ		149人				5級 キュウ		187人						561人

																										6級以上 キュウイジョウ		32人				6級以上 キュウイジョウ		24人						146人

																												1794人						3859人						7241人

																										27合計 ゴウケイ

																										1級		22人

																										2級		1070人

																										3級		3001人

																										4級		640人

																										5級		163人

																										6級以上		44人

																												4940人
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【勤務時間の割振り例】
・週31時間勤務：週４日
・週23時間15分勤務：週３日
・ハーフタイム（週19時間22分30秒）勤務
　　　　　　　　　：隔日勤務（第１週目２日、
　　　　　　　　　　第２週目３日）　　　　　　　　　　　　　　
・週15時間30分勤務：週２日
※　上記は、１日の勤務時間数を７時間45分
　とした場合
※　フルタイム勤務は週38時間45分（週５日）　



		



図３－２：新規
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図３－１：新規＋更新
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【勤務時間の割振り例】
・週31時間勤務：週４日
・週23時間15分勤務：週３日
・ハーフタイム（週19時間22分30秒）勤務：隔日勤務（第１週目２日、第２週目３日）　　　　　　　　　　　　　　
・週15時間30分勤務：週２日
※　上記は、１日の勤務時間数を７時間45分とした場合
※　フルタイム勤務は週38時間45分（週５日）　
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図４－２：平成28年度
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図４－１：平成27年度
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2級､3級　　74.9％

2級､3級　　82.4％

4級以上　17.1％

4級以上　24.7％
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		新規・更新等 シンキコウシントウ				短時間勤務 タンジカンキンム		フルタイム勤務 キンム		合計 ゴウケイ

				25		4889.0		1975.0		6864

				26		6176.0		2512.0		8688

				28		7687.0		3537.0		11224

				30		8728.0		4621.0		13349







２ 定年の引上げに関する具体的措置

定年前の短時間勤務制の導入
今後の見直し等

新陳代謝を確保し組織活力を維持するため、当分の間、役職定年制を導入

60歳を超える職員の希望に基づく短時間勤務を可能とし、多様な働き方を実現

○ 定年の引上げに係る人事管理諸制度について、引上げ期間中も、新たな定年制度の
運用の実情を逐次検証し、必要な見直しを検討

○ 関連する給与制度についても、民間企業の状況、職員の人員構成の変化が各府省の
人事管理に与える影響等を踏まえ、必要な見直しを検討

○ 引上げ期間中は、年金が満額支給される65歳までの間の雇用確保のため、定年退職
後の再任用制度（フルタイム・短時間）を存置

民間の実情等を踏まえ、当分の間、60歳超の職員の年間給与を60歳前の７割水準に設定

60歳を超える職員の給与

○ 俸給月額は、原則として、60歳前の７割に引下げ

○ 諸手当のうち俸給月額の水準と関係するものは、60歳前の７割水準

○ 民間の動向等を踏まえつつ、60歳前も含む給与カーブの在り方を引き続き検討

給

与 60歳を超えて引き続き
同一の職務を担う場合
でも、当面、60歳前の
７割水準とする

60歳 65歳 年齢

※ 役職定年により任用換された職員の年間給与は任用換前の５割～６割程度の場合も

役職定年制の導入

60歳前

○ 管理監督職員は、60歳に達した日後における最初の４月１日までに他の
官職に降任又は転任（任用換）

○ 任用換により公務の運営に著しい支障が生ずる場合、例外的に役職定年
対象官職に留任又は他の役職定年対象官職への任用が可能

任
用
換

60歳超

課長補佐級ポスト

専門スタッフ職

局長

課長

課長補佐

係長

審議官

＜本省＞

機関の長

課長

課長補佐

係長

部長

＜地方＞
管理監督職員

など

非管理職

常勤職員
（週38時間45分）

退
職

再
任
用

定年前再任用短時間勤務職員
（週15時間30分～31時間）

定
年

60歳以降 任期は常勤職員
の定年まで

短時間官職
へ再任用

職員が短時間勤務を
希望した場合

定年を段階的に60歳から65歳に引き上げる。また、定年の引上げに関し次の措置を講ずる

2



公務全体の取組

能力・実績に基づく人事管理の徹底等

３ 定年の引上げに関連する取組

○ 職員の在職期間を通じて能力・実績に基づく人事管理を徹底するなど人事管理全体を見直す必要
人事評価に基づく昇進管理の厳格化などの取組を進める必要があり、人事院としても必要な検討を行う

○ 勤務実績が良くない職員等には、降任や免職等の分限処分が適時厳正に行われるよう、人事評価の適正な運用の徹底が必要
人事院としても分限の必要な見直し、分限処分に係る手続整備等の周知徹底等の各府省への必要な支援を行う

○ 採用時から計画的に職員の能力を伸ばし多様な職務経験を付与するよう努めるほか、将来のキャリアプランに関する意向把握等が肝要

○ スタッフ職が必要な役割を適切に果たし得る執行体制の構築や複線型キャリアパスの確立に努めた上で、60歳を超える職員が能力・経験
をいかせる職務の更なる整備を検討

○ 定年の引上げ期間中も真に必要な規模の新規採用を計画的に継続できるよう措置

○ 職員の自主的な選択としての早期退職を支援するため、退職手当上の措置や高齢層職員の能力・経験を公務外で活用する観点から必要な
方策を検討
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定年が60歳を超える事業所における給与の状況等民間の60歳台前半層（正社員）の給与水準の状況

○ 60歳を超える職員の年間給与は、民間企業における60歳を超える従業員の給与水準が60歳前の７割程度であること
を踏まえ、当分の間、60歳前の７割水準に設定

50歳台後半層の従業員
（管理・事務・技術（正社員））

60歳台前半層の従業員
（管理・事務・技術（正社員））

年間給与

【企業規模】
10人以上 ：749.0万円

100人以上：850.8万円

平成30年「職種別民間給与実態調査」（人事院）より作成

② 定年を60歳から引き上げた事業所（定年制を廃止した事業所を含む。以下同じ。）における
一定年齢到達を理由とした給与減額の状況

４ 60歳を超える職員の給与水準の設定

年間給与

【企業規模】
10人以上 ：515.2万円

（68.8%）
100人以上：596.7万円

（70.1%）

① 定年が60歳を超える事業所及び定年制がない事業所 ： 13.0％

③ 定年を60歳から引き上げた事業所のうち、60歳で給与を減額している事業所における
60歳超従業員の年間給与水準

課長級 ： 60歳前の75.2％水準 非管理職 ： 60歳前の72.7％水準

課長級 非管理職

60歳で減額

60歳以外
で減額

給与減額
なし

62.5%

給与減額
なし

67.7%

給与減額
あり

37.5%

給与減額
あり

32.3%

60歳で減額

24.4％

13.1％

60歳以外
で減額

20.4％

11.9％

「賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）の平成27年～
29年の結果（３年平均）を基に作成
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能力・実績に基づく配置・処遇

専門能力の強化

主体的なキャリアプランに基づき公務外で活躍

節目節目で将来のキャリアプランに関する意向の把握とキャリア支援

採

用

定

年

退

職

・ 人事評価に基づく昇進管理の厳格化等
・人事評価の適正な運用の徹底
・分限処分の適時厳正な実施

多様な働き方の選択が可能

早期退職を支援するための措置

引き続き同じ職務に従事

大学・研究機関、国際機関等との人事交流

短時間勤務に従事

61歳 ～ 64歳60歳50歳40歳30歳

政策立案を支援するライン職・専門職等

役職定年制

定年が65歳までとな

るまでの間、暫定再
任用制度により65歳
までの雇用を確保

定年の段階的な引上げ

65歳

60歳を超える職員の
能力・経験を活用する職務の整備

多様な職務経験を付与

定年の段階的な引上げ期間中の人事管理のイメージ （参考１）
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□ 平成20年６月 「国家公務員制度改革基本法（第10条）」
定年を段階的に65歳に引き上げることについて、政府において検討する旨を規定

□ 平成23年９月 人事院「意見の申出」
国会及び内閣に対し、定年を段階的に65歳に引き上げることが適当とする意見の申出

□ 平成25年３月 閣議決定「国家公務員の雇用と年金の接続について」
当面、年金支給開始年齢に達するまで希望者を原則として常勤官職に再任用すること、年金支給開始年齢の段階的な引上げの時期
ごとに段階的な定年の引上げも含め改めて検討を行うこと等を閣議決定

□ 平成29年６月 閣議決定「経済財政運営と改革の基本方針2017」
「公務員の定年の引上げについて、具体的な検討を進める」旨を閣議決定

□ 平成30年２月 政府から人事院に「検討要請」
政府は、関係行政機関による検討会で人事院の意見の申出も踏まえ検討した結果、定年を段階的に65歳に引き上げる方向で検討す
ることが適当とし、論点を整理。人事院に対し、論点整理を踏まえ定年の引上げについて検討要請

□ 平成30年６月 閣議決定「経済財政運営と改革の基本方針2018」
「公務員の定年を段階的に65歳に引き上げる方向で検討する」旨を閣議決定

国家公務員の定年の引上げをめぐる検討の経緯 （参考２）
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